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令和6年度第1回千葉市青少年センター運営審議会

次 第

(木）日時令和6年6月20日

午前10時00分～午前10時00分

会場南部青少年センタ ー

2階講習室

今
云1開

2挨 拶

3議 題

戸

令和5年度事業報告について

令和5年度維持管理業務について

令和6年度施設運営方針及び重点目標について

令和6年度事業計画について

令和6年度維持管理業務予定について

その他
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千葉市青少年センター運営審議会委員名簿

令和6年5月23日現在

任期令和5年12月1日から
』

令和7年11月30日まで

ノ

’

NO 氏 名 所属及び役職名
延 引

性別 備考

1 伊原浩昭 学識経験者 男 会長

2 吉岡智美 南部青少年センター利用者代表 女

3 坂本美代子

′ ，

千葉市子ども会育成連絡会研修部員 女

4 西田弘美
千葉市青少年相談員連絡協議会

会計監査
女

5 尾藤杏菜 千葉市PTA連絡協議会副会長 女

6 岩崎チヅ子
千葉市青少年育成委員会会長会

会計監査
女

7 湯浅玲美 公益社団法人千葉青年会議所理事長 女

8 安井 忍
千葉市小中学校長会代表

(蘇我小学校校長）
男

9 横田俊之
千葉市小中学校長会代表

(蘇我中学校校長）
男 副会長

10 中村孝幸
千葉市立高等学校代表

(千葉高等学校校長）
男
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南部青少年センターの概要

（1）施設の特徴

千葉市青少年センター設置管理条例に基づき、 「青少年の健全育成と教養の向

上に資する」 ことを目的として昭和48年11月の開設以来、青少年が

主体的に活動できる場や機会の提供に努めてきており、昨年11月5日には開設

50周年を迎えた。

令和元年度までは、年間延べ4万人以上の青少年等に利用され、青少年の教養

の向上と仲間づくりの場として、また地域の自治・社会福祉活動の場として幅広

く活用されている。ただし、令和2年度・ ~3年度は、新型コロナウイルス感染症

のため、利用者は大きく減少している。令和4年度の施設稼働率はコロナ禍前の

水準近くまで回復しているが、利用者数は令和元年度に及ばない状況である。

令和5年度も令和4年度と同様に施設稼働率は回復しているが、団体の構成員

数の減他､個人利用の増加により利用者数は令和元年度の状況まで達していない。

今後、生涯学習活動の拠点施設として、幅広い世代を対象とした市民

相互のふれあいによる学習活動を通して、新たな可能性と価値を生み出す地域

づくりを目指すため、多様な学習ニーズを把握し、これに基づく事業を展開して

いく。 さらに学習成果の発表と異世代交流の場や機会を積極的に提供し、次代を

担う青少年が夢と希望をもち、心身ともに健全に成長していくことを支援してい
く。、

●、

（2）施設概要

‐1．

開設年月日 昭和48年11月5日

所在地 千葉市中央区白旗1丁目3番16号

施 設
敷地面積2,973.37㎡延床面積3,501.92㎡ ，

鉄筋コンクリート3階建塔屋2階建駐車場33台

1 階 管理事務室（114㎡） ・ホール（360㎡） ・ラウンジ（224㎡）

2 階 料理実習室（117㎡） ・講習室（117㎡） ・会議室（61㎡）

3 階
録音室（66㎡） ・視聴覚室（131㎡） ・美術実習室（131㎡） ・和室(79㎡）

レッスン室3室（28㎡）

塔 屋 1階空調機械室 ・2階電気室
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1令和5年度事業報告
表

（1）利用状況

（2）階層別利用者数

(3)利用登録者（団体）の状況

･2‐

区分 場 所 年度 回 数 人 数 小 計

主催事業

館 内

館 外

R4

R5

R4

R5

43回

42回

1回

897人

1,095人

10人

令和4年度

897人

令和5年度

1,105人

貸出事業

室・ホール

ラウンジ

R4

R5

R4

R5

4,027回

4,640回

22,494人

24,395人

2,719人

8,842人

令和4年度

25,213人

令和5年度

33,237人

合 計 人
人
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祠
今
祠

年度
小学生

(幼児含）
中学生 高校生

大学生他

･青年
一般 合計

R1 2,605人 7,902人 4,765人 17,704人 13,827人 46,803人

R2 709人
４

191人 271人 2,055人 4,883人 8,109人

R3 582人 2,539人 1,398人 2,548人 7,019人 14,086人

R4 608人 6,016人 2, 182人 6,491人 10,813人 26,110人

R5 940人 6,373人 3,945人 11,934人 11,150人 34,342人

R5階層別

利用割合 2.7％ 18.6％ 11.5％ 34.8％ 32.4％ 100.0％

区 分 令和3年度 令和4年度 令和5年度

青少年
個 人

団 体

29

35

40

35

44

53

一 般
個 人

団 体

69

46

･77

59

94

64

教 育 団 体 8 10 7

官公署 団 体 4 4 4

合 計 191 225 266
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（4）ホールの利用状況（公演・発表会・講演会を掲載）

①中学校

〃 ・千葉市中学校演劇部夏季発表会： 12校

磯辺中、千葉大附属中、打瀬中、八街中央中、幕張本郷中、花園中、貝塚中

幸町第二中、蘇我中、若松中、土気南中、葛城中

, ・千葉市中学校演劇部冬季発表会： 11校

蘇我中、磯辺中、打瀬中、幕張本郷中、八街中央中、花園中、千葉大附属中、

若松中､貝塚中、土気南中、幸町第二中

・中学校単独公演： 2校蘇我中、貝塚中

②高等学校

･千葉県高等学校演劇部第9地区春季発表会： 5校

県立千葉高校、市原八幡高校、生浜高校、千城台高校、千葉明徳高校

・千葉県高等学校演劇部第9地区秋季発表会： 6校

県立千葉高校、市原八幡高校、生浜高校、千城台高校、千葉明徳高校、京葉高校

・夏の小芝居祭： 6校

犢橋高校、若松高校、市立千葉高校、千葉北高校、千葉経済大学付属高校、

渋谷教育学園幕張高校

・冬の小芝居祭： 3校 市立千葉高校、千葉経済大学附属高榛千葉北高校

・高校単独公演：4校 千城台高校（2回)、千葉北高校、千葉女子高校、

千葉明徳高校

③教育関係団体： 2団体

・千葉市中学校英語発表会、千葉市教育研究会（社会科部会）

④地域団体： 3団体

・南部飲食店組合､社会福祉協議会白旗台地区部会、蘇我中学校区青少年育成
委員会

⑤青少年団体： 4団体

《演劇》4団体

・劇団NONNY(4回)、劇団個人主義(4回)、劇団砲丸投げ(千葉北高校卒業生)、

劇団ﾕﾆｯﾄまとも(雛f,w(oci)⑥一般団体： 4団体

《演劇》3団体

・英友会有志劇団（2回)、劇団猿面、はちみつカンパニー

《音楽》 1団体

市原青薬ｸﾗプ伸賦@")=⑦主催事業

・ゆめチャレンジ： 13団体参加

・照明音響講習会： 5回開催

弔

へ
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（5）在学青少年対象事業

表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業、 ＊は新規事業

①ときめきサタディ

学年の異なる児童．生徒に体験学習の場を提供し、異年齢の交流を通して在学青少年の

健全な育成を図った･ ‐

岳

〆一J

※No4の「ねんどとLEDですてきなランプをつくろう」は、当初募集人数は24人(12人

×2回）を予定していたが､‘講師の都合により18人×1回に変更。

‐4‐

NO 講座名 開催日 対象
募集
人数

受講
者数

延受講

者数

1

■地域の高等学校との連携講座
(県立千葉工業高等学校）

‘－高校生と一緒に作る科学工作講座一

6月10日

小学3年生

～中学3年

生

12人 10人 10人

2

■千葉市を美しくする会協賛事業

＊ 「千葉氏ダンボール甲冑づくり

教室」
7月19日 小学生 9組 19人 19人

3
夏休み図工講座

－楽しいビー玉の迷路づくり一
8月4日 小学生 12人 11人 11人

4
ねんどとLEDですてきなランプを

つくろう
8月19日 小学生 ＊18人 16人 16人

5

■企業との連携講座

(東京ガス（株）千葉支社）

一ガス管で万華鏡づくり－

8月22日 小学生

24人

(12人

×2回）

20人 20人

6 楽しい将棋入門
9月30日

10月7日
小・中学生 12人 11人 19人

弓

』 楽しく体験1小学生茶道教室 10月21日

小学3年生

～小学6年

生

12人 9人 9人

8 親子で太巻き寿司をつくろう 11月25日
小学生と

保護者
12組 22人 22人

9 ひな祭りのケーキづくり 2月24日

小学3年生

～中学3年

生

12人 10人 10人

へ
口 計

123

人

128

人
136人



②サマーチャレンジ ■NPO(ちばサイエンスの会） との連携講座

夏休み期間中に、学校では体験できない異学年での体験学習の場を提供し、物の見が

考え方、道具の正しい使い方等を学習し、創造する喜びを体験させた。

つ

4

③学習支援■千葉市国際交流協会との連携講座

小学校3年生から始まる英語活動に向けて、小学校1 ． 2学年児童に、英語活動の体験

学習の場を提供し、様々な活動を通して次年度へ備えるとともに在学青少年の健全な育成

を図った。
一

④子育て支援■男女共同参画センターとの連携講座

地域で子どもを見守る大人の方々を対象に、CAPワークショップを開催し、子どもを取り巻く

暴力や大人の私たちができることを学びます。 ※CAPとは、 ChildAssaultPrevention(子

どもへの暴力防止)の頭文字を取った人権教育プログラムです｡

『
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NO 講座名 開催日 対象
募集

人数

講
数

受
者

延受講

者数

1 工作A

じしやくをつかったコマ

づくりとくるくるミニカー

づくり

7月26．27日
小学1

～2年生
12人 11人 21人

2 工作B
リモコンカーづくりと

風で電気をつくろう
7月27．28日

小学3

～4年生
12人 12人 23人

3 工作C
じさくのラジオで放送

を聞こう
7月26．28日

小学5

～6年生
12人 12人 24人

合 計 36人 35人 68人

事業名 講座名 開催日
募集

人数

受講

者数

延受講

者数

学習支援

キッズ・イングリッシュ

一小学1 ． 2年生のため

の英語入門一

前期： 3回

7月1 ．8． 15日

後期： 3回

12月2･9．16日

10人

10人

10人

10人

25人

26人

/△廷 弐今
ロ ロI 20人 20人 51人

事業名〃 講座名 開催日 対象
募集

人数

受講

者数

延受講

者数

子育て

支援

暴力から子どもを守るた

めのCAP～おとなワー

クショップ～

2月17日
一般(青少年育

成関係者） 30人 14人 14人

合 計
ヂ

30人 14人 14人



表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業､ ＊は新規事業

①わくわくカレッジ

青少年や一般市民の生活文化の向上を図るとともに、異世代の交流を通じて仲間づくりを

支援した｡

（

一亭電~､ヘ..＝含~

§

※演劇等のホール利用団体の利用技術の向上を図り、効果的かつ安全にホールを利用してもら

うため、照明や音響設備の詳細な使用方法について講習会を開催した。

この他、中学校・高等学校演劇部や青少年演劇団体に対する照明・音響の相談業務や技術支
援を随時行った。

卜 串､

－6‐
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NO
『

.‐ 講座名
ノ

開催日 回数
募集

人数

受講

者数

延受講

者数

1 春のヨーガ入門
5月13｡20･

27日
3回 12人 12人 34人

2

1

■千葉市国際交流協会との連携

講座

英会話入門

6月17．24日 2回 12人 12人 21人

3

■千葉市国際交流協会との連携
J

講座
d 電もr 一

英会話を楽しも.う

9月9． 16日 2回 12人 9人 15人

4
千葉市の歴史散歩（入門編）

L "[館外〕
10月14日 1回 12人 10人 10人

5 秋のヨーガ入門
10月28日．

11月4．~1･1日
3回 12人 12人 25人

6

洋菓子づくり入門

～秋のケーキアーモンドタル

トをつくろう～

11月18日 ． 1回 , 12人 10人 10人

7
プリザーブドフラワーのクリス

回

マスドームアレンジをつくろう
, 12月2日 1回 12人 12人 12人

8

一

舞台照明・音響講習会※

5月28日

6月4日

9月10日

9月24日

12月14日

各1回

各回

10人

程度

47人 人
L

74

合 計 18回 134人 124人 1T4人



（7）ゆめチャレンジ

南部青少年センターにおいて､音楽や演劇等の活動をしている青少年や一般の団体に活動の成果の

発表の場を提供し、異世代交流を図るともに、参加者相互の連携と親睦を深め健全な協力関係の醸成

を支援するため､参加団体による実行委員会を組織し成果発表会を実施した。

平成25年度からは淑徳大学の学生ボランティアが企画･運営に参画しており、皆様の夢を書いてい

ただいたカードを掲示する「お出迎え企画｣やスタンプラリーなどの「おもてなし企画」を実施した。

●

日 時：

場 所：

テーマ：

内 容：

令和6年1月27日(土） ・ 28日 （日） 10：00～16 ： 00

南部青少年センターホール、ラウンジ

夢は続くよどこまでも～Believeinyourdreams~
・音楽発表： 5団体（蘇我中学校PTAコーラス、 CTHBBOB、

GarageBaseBanquet、ハーモニカ同好会、 B・S．Q)

･演劇発表： 8団体(空組、土気南中学校演劇部、磯辺中学校演劇部、貝塚中学校演劇部、

市原八幡高校演劇部、生浜高校演劇部、ぱちみつカンパニー、

NeverlandMusicalFactory)

参加者数： 661人（観覧者478人、出演者 165人、ボランティア 18人）

（8）その他

①中学生職場体験受入れ

千葉市立葛城中学校2年

6月20日、 21日 ： 2人

②千葉市教職員社会体験研修の受入れ

教職10年経験者研修生

7月25日、 26日 ： 2人

7月27日、 28日： 2人

③インターンシップの受入れ

大学3年生7月25日～28日： 2人

～

2令和5年度維持管理業務

（1）施設修繕 一令和5年度支出金額

施設の老朽化等に伴い、下記の修繕を行った。

①消防用設備修繕(職）
②変圧器交換修繕

③外灯修繕

④3階廊下ガラス修繕

⑤1階男子トイレ小便器詰り修繕

⑥漏電遮断器交換修繕

3， 304， 400円一

（2）施設維持管理委託

施設の適切な維持･管理とコストの削減を図るため、下記の業務について外部委託し、

重要設備の整備や衛生･環境検査を実施し良好な状態を維持した。

． ［委託業務]－令和5年度支出金額 11， 840， 796円一

‐7‐



①『一℃い､/'へ
②機械警備業務（夜間・休館日の機械警備）

③自家用電気工作物保安管理業務（法定一高圧電気設備の保守点検）

④消防用設備保守点検業務（法定一消防法に基づく火災報知機･消火器等の保守点検）

一

⑤非常用発電機負荷試験業務（法定当消防法に基づく非常用発電機の負荷試験）

⑥館内消毒業務（法定一害虫調査・駆除）

⑦空調冷凍機保守点検業務（法定一冷房設備の保守点検）

⑧特定建築物定期点検業務（法定一建築基準法に基づく建築設備等の点検）

⑨非常放送設備保守点検業務（法定一消防法に基づく非常放送設備の保守点検）

⑩ボイラー分解清掃整備業務（法定一暖房用ボイラーの清掃整備）

⑪受水槽･高架水槽清掃業務（法定一飲料水タンクの清掃及び点検）

⑫舞台吊物装置保守点検業務（舞台の鍛帳･幕類・照明器具等昇降装置の点検）

、

⑬一般廃棄物処理業務（可燃ごみ・資源物の収集運搬・処理）

⑭産業廃棄物処理業務（ピン・缶・ペットボトルの収集運搬・処理）

⑮機密文書処理業務 ‘

⑯樹木強剪定（敷地内のクスノキ1本を強剪定）

[整備・検査業務］ －令和5年度支出金額 262, 090円一

①ばい煙測定（法定一暖房用ボイラー排出ガス測定）

②ボイラー性能検査（法定一暖房用ボイラーの性能検査）

③冷却塔冷却水水質検査（法定一レジオネラ菌検査）

④簡易専用水道管理状況検査（法定一受水槽・高架水槽検査）

⑤粉じん計較正(法定一環境測定用粉じん計の較正）

⑥冷凍機安全弁性能検査（法定一冷凍機安全弁の作動試験検査）

⑦ピアノ調律（ホール・視聴覚室・録音室にあるピアノの調律）

‐8‐
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一

令和5年度稼働率

’
＠

1

ノ

，.$ 10画

月 ､4月 5月 ‘ 6月 7月 8月一 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

開館日数 25日 23日 26日 25日 26日 24日 25日 24日 24日 23日 23日 26日 245日

ホール
使用コマ数

稼働率(%）

’ 23

32.9％

26

40.0％

47

685％

54

77.1％

28

37.8％

36

529％

31

44.3％

39

’ 57.4％

40

58.8％

39

60d0%

18

・ 27．3％

47

64.4％

428

51.5％

料理室
使用コマ数

稼働率(%）

、 9

12.9％

17

， 26.2％

19

25.7％

28

40.0%

18

24.3％

． 13

19.1％

16

22.9％

11

16.2％

11

16.2％

16

24.6％

12

18.2％

24

32.9％

194

23.4％

講習室
使用コマ数

稼働率(%）

､40

57.1％

47

72.3％

I

53

71.6％

54

77.1％

50

67.6％

52

76.5％

53

75.7％

52

76.5％

49

72.1％

47

72.3％

47

71.3％

・ 59

80.8%

603

72.6％

会議室
使用コマ数

稼働率(%）

7

10.0％

‘12

. ･18.5％

20

･ 27.0%

34

48.6％

28

37.8％

18

26.5％

22

‘ 31.4％

14

20.6％

28

， 41.2％

17

26.2％

15

22.7％

22

30.1％

237

28.5％

視聴覚室
使用コマ数

稼働率(%）

62

88.6％

57

87.7％

61

82.4％

62

‘ 88.6％

63

85.1％

53

77.9％

55

78.6％

54

79.4％

60

88.2％

L60

92.3％

59

89.4％

67

91.8％

713

ン

85.8％

美術室
使用コマ数

稼働率(%）

′ ’21

30.0％

21

32.3％

24

32.4％

38

54.3％

23

31.1％

23

33.8％

28

40.0％

25

36.8％

36

52.9％

28

43.1％

25

37.9％

32

43.8％

324

39.0%

録音室
使用コマ数

稼働率(%）

56

80.0％

56

86.2％

65

87.8％

63

､ 90.0%

55

74.3％

52

76.5％

61

87.1％

’ 59

86.8％

65

･95.6％

61

93.9％

， 59

89.4％

71

97.3％

． 723

87.0％

和室
使用コマ数

稼働率(%）

20

28.6％

18

27.7％

22

29.7％

26

37.1％

21

28.4％

15

22.1％

24

34.3％

18

26.5％

18

26.5％

21

32.3％

， 23

34.9％

1:7

23.3％

243

29.2％

レッスンA
使用コマ数

稼働率(%）

48

68.6％

51

78.5％

48

64.9％

50

別.4％

50

67.6％

45

66.2％

52

74.3％

48

70.6％

58

85.3％

59

90.8%

55

'83.3％

59

80.8%

623

75.0%

レッスンB
使用コマ数

稼働率(%）

‘37

52.9％

38

58.5％

37

50.0%

42
守 P

60.0%

39

52.7％

・ 33

48.5％

36

51.4％

40

58.8％

43

‐ 63.2％

49

75.4％

42

63.6％

53

72.6％

' 489

・ 57.7％

レッスンC
使用コマ数

稼働率(%）

37

529％

36

39.1％

30

40.5%

39

55.7％

41

55.4％

35

51.5%

40

57.1％

43

63.2％

54

79.4％

59

90.8%

50

75.8％

52

71.2％

516

62.1％

合計
使用コマ数

稼働率(%） 治

､360

46.8％

379

5360%

426

523％

490

63.6％

416

51.1％

375

50.1%

、 418

- 54.3％

'403

53.9％

‐ 462

61.8％

456

63.8％

405

558%

503

62.6％

・ 5,093

′ 55.7％



■■可

令和5年度施設利用状況
ユ

(曜日別利用状況）

(時間帯別利用状況） ※ラウンジの利用は除く

－10－

月 火 水 木 金 土 日 合計

館
内

施設貸出

主催事業

回数

鋼鍵鐵賛

人数

k溌篭磨蕊
－

回数

蕊蕊麓蕊
人数

§i鄭建鱈鎌

を鞭議#鍔塞
b Y F

壷?誰議冒篭 鷺

謹溌鳶蕊

;譲譲燕…『蕊;:識 器

篭簿塗篭

726

567

3,419

2,101

2

3
－ －

20

22

807

693

3,390

2,986

3

2
－

42

22

764

594

2,259

2,115

3

2
－

31

23

699

621

3,565

3,359

3

3
－

35

34

991

913

6,470

6，199

27

26
－

605

502

653

639

5,292

5,734

5

7
■■→

372

294

4,640

4,027

24,395

22,494

43

43

. 1,105

897

ラウンジ･談話室

－

人数
難諦舜患崖當蕊；

F 『》，: &?;誤 蝦 ﾉ ＃

隆拳哉燕燕;i

1,293

272

1,594

431

1,165

405

1,102

324

1,654

593

2,034

694

8,842

2 719

合計

回数

撫蕊鴬息穏誰妻f雷辱鍾

人数

錘蕪

嘩蕊『“ 卜 1三

露『:鮮逮‘
一－

ま‘篭些f，､霧‘ -::吊串 ￥＝

域ﾓｰｮ壊噌
子､空記寺, 凸 ‘戸 悩 』

， 728

570
－

4,732

2,395

810

695
－

5,026

3,439

767

596
－

3,455

2,543

702

624
－

4,702

3,717

1,018

939
－

8,729

7,294

658

646
■ﾛ－

7,698

6,722

4

4
－

34

26

683

070

342

110

午前 午後 夜間 午前･午後 午後･夜間 午前～夜間 合計

館

内

施設貸出

主催事業

回数

驚蝉慶霞

人数

§嬢
回数

息鮮穫蕊

人数

蕊澤達患

1，711

1,481

5,446

3,623

12

17

136

157

1,429

1,248

3,623

3,498

29

24

308

243

1,153

937

2,084

2,097、

0

0

0

0

192

194

6,691

6,459

2

0

0

0

50

44

444

501

0

2

661

497

105

123

6,107

‐ 4,366

0

0

0

0

4,640

4,027

24,395

20,544

43

43

1,105

897

合計

回数

熱蕊震潔

人数

薄難度藍

1,723

1,498

5,582

3,780

1,458

1,272

3,931

3,741

1,153

937

2,084

2,097

194

194

6,691

6ｩ459

50

46

1,105

998

105

123

6，107

4,366

4,683

4,070

25,500

21,441



＝

(施設別利用状況） ※ラウンジの利用は除く

壷

I

(許可別利用状況） ※ラウンジ利用数及び主催事業参加者数は除く

(センター利用者数）

F

(年代別利用者数） ※ラウンジ利用数及び主催事業参加者数は除く

主

『

、

〆

－11－

ゾ

ホール 料理室 講習室 会議室 視聴覚 美術室 録音室 和一室 レッスン室 合計

施
設
貸
出

回数

4年度

人数

4年度

206‐

-214

9,905

､ 8,023

110

148

1,892

2,598

577

567

3,747

4,022

205

143

1,205

1,214

708

618

1,428

997

290

330

2,500

2,716

720

638

1,152

973

208

211

874

782

1,616

1,158

-1,692

1,169

4,640

4 027

24 395

22 494

主
催
事
業

回数

4年度

人数

4年度

7

9

708

548

3

4

42

47

'24

20

243

193

0

0

0

・ 0

O

0

0

0

8

9

93

99

0

0

0

0

1

L 1

9．

10

0

0

0

0

'43

43

1,095

897

合’

計

回数

4年度

人数

4年度

213

223

10,613-

8,571

113

152

1,934

2,645

601

~587

3,990

4,215

205

143

1,205

1,214

′ 708

618

1428

997

‐ 298

‐ 339

2,593

2,815

720

638

1‘,152

973

209

212

883

792

1,616

1,158

1,692

1,169

4,683

4,070

25,490

23,39‘1

青少年

5年度 4年度

教育

5年度 4年度

官公署

･5年度 4年度

一般

5年度 4年度

合計

5年度 4年度

回数一 595 636 254 235 190 150 31601 3,006 4｡640 4,027

人数 3,624 4,390 10,474 8,027 1,983 1,971 、 8,314 8,106 ､24,395 22,494

人”数

施設貸出利用者数

5年度 4年度

24,395 22,494

館内事業参加者数

5年度 4年度

1,105 897

ラウンジ

5年度 4年度

8,842 2,719

合計

5年度 4年度

34,342 26,1.10

功･小学且 中学生 高校生 青少年 一般 合計

人数

4年度

581

｡300

6,314

･5,923

3,861

2,148

3,005

3,663

10,634

10,460

24,395

22,494



｡

１

令和6年度施設運営方針及び重点目標

（1） "南部青少年センターの担うべき機能

①青少年センターは､公民館をはじめとする千葉市の生涯学習施設とともに、

次代を担う青少年の健全育成を積極的に図っていく。 『 ‐

②具体的な事業展開としては、 「ものづくり体験の提供」 「自己表現力向上

のための発表機会の創出」 「仲間づくりのための場の提供｣ という3点を

柱としていくとともに､幅広い世代が交流できる場や機会を設けることに

より､青少年が夢と希望をもち、心身ともに健全に成長していくことを

支援してい:く｡ ≦

③千葉市青少年センター運営審議会での意見を踏まえながら、新しい時代を

3
盆

／

切り拓く生涯学習施設のひとつとして、大きな成果が果たせるように運営

改善を図っていく。

、

一部

一
面
《

I

・12‐

壷

＝＝一 一



一

(2） 施設運営の重点目標
缶

4

－13‐

（1）社会の変化や青少年のニーズに応える創意工夫に満ちた事業の企画と実践に努

めるとともに＄青少年センターに求められる施設機能の充実に向け、効果的な事

業展開を進める。

①アンケート等により利用者ニーズを的確に把握し、事業内容や実施方法の積極的な

見直しを行うほか、子どもの居場所づくりや、時代のニーズに応じた学習支援のため

の施設整備に努める。

②異年齢集団による活動や異世代の交流活動を支援し、青少年の健全育成を図る。

③青少年d市民等の生涯学習活動の成果発表の場や機会を積極的に提供する。

④優れた講師の活用とサークル活動の支援と育成を図る。

⑤青少年育成に係る他機関やNPO等の市民団体と連携した事業の企画・実践により、

事業の質的向上を図る。

⑥青少年の健全な育成を図り、教養の向上に資することを目的に設置された青少年セン

ターとして、小学校の学習支援や、施設の特徴を生かした講座を実施する。

⑦社会福祉協議会、 自治会、子ども会、ボランティア団体など地域の各種団体との連携

を強化し、地域住民の利用促進を図るとともに、地域に開かれた事業を展開する。

（2）学習情報の効果的な提供に努める。

①広報活動の推進と方法の工夫により、積極的な情報発信を図る･

②他機関や団体との連携の強化による学習情報の収集、活用、提供に努める。

（3）施設・設備の整備と特色ある施設の一層の有効活用を図る。

①施設・設備の保守及び管理の徹底、迅速適切な修繕により、不具合や事故を防止する。

②青少年や市民等の生涯学習活動の成果発表の場として施設・設備が有効活用されるように

利用者の立場に立った施設整備に努めるとともに利用者サービスの向上を図る。
グ

(4月18日より 1階ラウンジにてWiFiの利用開始）

③利用者への利用技術の伝達や安全指導の徹底を図る。 （照明・音響講習会等）
D C

④感染症拡大防止に努め、適切に対処する。 』

（4）災害時における利用者の安全を第一に、防災計画の強化を図る。 ．

①各種保守点検を確実に実施し、改善が必要な事項には適切に対処する。

②防災計画や災害発生時の対応マニュアルに基づく避難誘導訓練を適切に実施し、

おける利用者の安全を確保できるようにする。 マ〔や

③避難所運営委員会と連携し、避難所としての機能を高める。

§識易
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4令和6年度事業計画(案）
表中の■はNPO、ボランティア団体、関連する他機関等と連携した事業･*は新規事業

（1）在学青少年対象事業講座

『
《

､

一

I

一

＝

‐14‐
ヘ

、

1

事業名 NO. 講 座 名マ 開催日
ｻ

募集定員

ｆ
６

と
き
め
き
サ
タ
デ
イ

§

孝－
１

1

2．

3

4

5

-5

7

8

■他機関との連携講座 （千葉工業高等学校）
－高校生と一緒に作る科学工作講座一
～電子オルガンをつくろう～

夏休み図工講座「楽しいビー玉の迷路づくり」

ねんどと
‐ざ： ： ‐ ､F EL-｢ 、

LEDです修てきなランプを作ろう‐

楽しく体験1小学生茶道教室

楽しい将棋入門

*善の鍔も幸やを=茎~隼の七菩与

親子で太巻き寿司をつくろう ”

ひな祭りのケーキづくり 、

6月8日

8月2日

8月24日

9月‘28日 、

10月5．

10月12日

49月一J』一目

11月30日‘

3月1日
剖

12人

12人

"24人

（12人×2回）

12人

12人

-]－8」軍

寺 ､=

12組

12人

0

サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

ノ

1

2

3

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会）

工作A(小学1年～2年）

｢どこでも走るプロペラ車」

づくり

｡、 ｢ブルブル○○」

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会）

工作B (小学3年～4年) '

｢ホバークラフト」 、 「いらいち迷路」づくり

■NPOとの連携講座（ちばサイエンスの会

工作C (小学5年～6年）

｢モールス信号練習機を作ろう」

7月24．25日

7月25．26日

7月~24．26日

12人

12人

12人



里

（2）青少年・一般対象事業講座
言

（3）学習支援講座

(4） 子育て支援講座

－15‐

事業名 NO. 講 座 名 開催日 募集定員

わ
く
わ
く
カ
レ
ッ
ジ

1

2

3

4

5

6

ヴ

イ

春のヨーガ入門

■千葉市国際交流協会との連携講座
英会話入門

■千葉市国際交流協会との連携講座
英会話を楽しもう

千葉市の歴史散歩入門 G2fW"|zI

秋のヨーガ入門

プリザーブドフラワーのクリスマスアレンジを

つくろう

洋菓子づくり入門

5月18．25

6月1日

、

6月15．22日

9月14．21日

10月19日

10月26 、

11月2．9日

12月7日

12月21日

12人

12人

12人

12人

12人

12人

12人

＊小芝居祭り

〔夏季〕
高校演劇を中心とする成果発表会 ホール

一

戸 ，（
ｔ
ｌ
」

、
ｊ

千

8月9日・ 10日

＊小芝居祭り

季〕
〃

主ニノと一、
1 ，

｛ ‐ i
L 一

2月1日・2日

ゆめチャレンジ センター利用団体の成果発表会
ホール

ラウンジ
1月25．26日

舞台照明・音響
講習会

ホールの照明・音響設備の操作

講習

ホール

講習室

5月・9月

その他随時

各10人

程度

事業名 講 座 名 開催日 募集定員

学習支援
キッズ・イングリッシュ

－小学1 ． 2年生のための英語入門一

前期： 3回

6月29日、 7月6． 13日

後期： 3回

10月26日、 11月2．9日

10人

10人

事業名 講 座 名 開催日 募集定員

子育て支援

■男女共同参画センターとの連携講座

｢まずは大人がアップデート包括的

性教育とは？」

7月30日
r1－－－言

念α人



｡

（5）その他

①千葉市教職員社会体験研修の受入れ

7月23日、 24日 ： 2人

7月25日、 26日 ： 2人

②インターンシップの受入れ

大学3年生 7月23日～26日 ： 2人[了三1
③施設見学

大森小学校3年生 「総合的な学習］ として施設見学6月5日 ：約90人

■，

戸口一

5令和6年度維持管理業務予定

（1）施設修繕

施設修繕については、施設等の老朽化に伴い下記の修繕を予定している。

①空調機ロールフィルタ交換修繕（性能の落ちたフィルタの交換修繕を行う｡）

②消防用設備修繕（不具合のある煙感知器、誘導灯等の修繕を行う｡）
」

当～

（2）施設維持管理委託＊は新規事業

施設維持管理委託については、施設の維持管理とコストの削減を図るため、下記

外部委託を予定している｡

[委託業務］

①庁舎管理業務（冷暖房・清掃・夜間受付他）

②機械警備業務（夜間・休館日の機械警備）

③自家用電気工作物保安管理業務（法定一高圧電気設備の保守点検）

④消防用設備保守点検業務（法定一消防法に基づく火災報知機・消火器等の保守点検）

⑤非常用発電機負荷試験業務（法定一消防法に基づく非常用発電機の負荷試験）

⑥館内消毒業務（法定一害虫調査・駆除）

⑦空調冷凍機保守点検業務（法定一冷房設備の保守点検）

⑧特定建築物定期点検業務(法定一建築基準法に基づく建築設備等の点検）

⑨非常放送設備保守点検業務（法定一消防法に基づく非常放送設備の保守点検）

⑩ボイラー分解清掃整備業務（法定一暖房用ボイラーの清掃整備）

⑪受水槽・高架水槽清掃業務（法定一飲料水タンクの清掃及び点検）

⑫舞台吊物装置保守点検業務（舞台の鍛帳・幕類・照明器具等昇降装置の点検）

★令和6年4月26日 （金）舞台吊物設備保守点検を実施

点検結果：幕や吊物装置の早期更新をお勧めいたします。

今回の点検では緊急性の高い不具合は確認されませんでした。

ただし、絞りどん帳をご使用の際は毎回必ず点検をしていただくか、

または使用を禁止し、暗転幕等で対応していただくことが望まれます。

対応 ：令和6年5月23日より絞りどん帳の使用を禁止しています。

代替案として、暗転幕を使用する。

‐16‐



瓦

⑬一般廃棄物処理業務（可燃ごみ・資源物の収集運搬・処理）

⑭産業廃棄物処理業務（ピン・缶･ペットボトルの収集運搬‘処理)

⑮機密文書処理業務

*⑯消火栓ホース耐圧試験業務（法定一消火栓ホースの耐圧性能点検(3年に1度実施)）

＊⑰低濃度PCB廃棄物運搬及び処分業務（法定-PCB廃棄物(高圧コンデンサ3台

毒こ

の収集運搬・処分）

、

[整備・検査業務］

①ばい煙測定（法定一暖房用ボイラー排出ガス測定）

②ボイラー性能検査（法定一暖房用ボイラーの性能検査）

③冷却塔冷却水水質検査（法定一レジオネラ菌検査）

④簡易専用水道管理状況検査（法定一受水槽・高架水槽検査）

⑤粉じん計較正（法定一環境測定用粉じん計の較正）

⑥冷凍機安全弁性能検査（法定一冷凍機安全弁の作動試験検査）

⑦ピアノ調律（ホール・視聴覚室・録音室にあるピアノの調律）

その他6

『

ノ

』

‐17‐



WIFi 錘ご利用いただけます 南部青少年センターホールご利用の皆様八

(南部青少年センターJEラウン芝lこて利用可能）

吉ホロら丘
Wi-Fi機能を搭載したパソコン等の端末から無料でインター
ネットに接続できます。ご自身の学習や調査･研究に活用して

今年4月に実施しました｢ホール舞台吊物設備点検」

どん帳か 』のため､使用を続’絞＆において、
一

』

場合落下の恐れ有り6との点検結果が出ました。

そのため､安全にホールをご利用いただくために､鐘遡

どん帳の使用を禁止させていただきます。

理鷺 =代替案として暗転幕等をご使用ください。

※使用をご希望される方は職員までお問い合わせください。

使用方法をお伝えいたします。

＞大容量データのダウン口毫ド等は全体の通信速度が遅くな
る原因になりますのでお控えください。

＞パソコン等で音の出るサイトを閲覧する場合は消音に設定
するか､イヤフォンをご使用ください。

I

演出･公演等で皆様には大変ご迷惑おかけいたします｡
安全にご利用いただくための措置ですので､ご理解．ご
協力をお願いいたします。＞「千葉市公衆無線LAN利用規約｣をお読みいただき､内容を

ご了承のうえご利用ください。

蕊馨鱸議聡瀞贈驚曹 詳しくは事務室までお尋ね＜
●

ださい。角
醤 千葉市南部青少年センター

千葉市南部青少年センター

グー

｡SSID ：CHIBA-CITY-Wi字Fi－NAMBUSEISHONEN

パスワード：職員にお尋ねください｡(更新.変更することがあります｡）
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専門はセクシユアリティ教育｡東京都内の中学校・

高等学校の教師と一緒に包括的性教育の授業作

りに取り組むほか、教員研修や講演、執筆活動を

精力的に行う。一般社団法人"人間と性”教育研

究協議会幹事。埼玉大学撮影/清水亮一
ダイバーシティ推進センター准教授
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メール・申込フォーム 電話・窓口のいずれかで以下の項目をお申し出ください。
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①『まずは大人がアップデート､包括的性教育とは？｣参加希望
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こちらの講座(イベント）の参加者を対象に一時保育を実施します。ご希望の方は申込の際にお申し出ください。

〈対象年齢〉 1歳6か月以上就学前児まで なお受け入れ人数が上限に達し次第締め切ります。

＊必ず確認のご連絡をいたします｡申し込み後1週間を過ぎても連絡のない場合は､ごー報ください。 ；
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(受付確認メールをお送りします｡sankaku@f-cp.jpからのメールが受信できるようあらかじめ設定してください）
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